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平
成
18
年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
、

３
月
１
日
に
開
会
し
、
３
月
28
日
ま
で
28
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
は
、
平
成
18
年
度
施
政
方
針

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
市
長
か
ら
提
出
の
あ

っ
た
議
案
を
審
議
し
、
補
正
予
算
等
の
採
決

や
議
案
・
陳
情
の
委
員
会
付
託
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
・
８
日
・
９
日
の
３
日
間
は
、

常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
日
に

は
総
務
文
教
委
員
会
、
８
日
に
は
環
境
建
設

委
員
会
、
９
日
に
は
福
祉
委
員
会
の
各
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
や

陳
情
の
審
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
３
日
間
は
、

21
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
３
月
22
日
・
24
日
に
は
予
算
特
別
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予

算
と
６
件
の
特
別
会
計
予
算
が
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
終
日
の
３
月
28
日
に
は
、
総
務
文
教
・

環
境
建
設
・
福
祉
の
各
常
任
委
員
長
、
予
算

特
別
委
員
長
の
委
員
会
審
査
の
報
告
を
受
け

て
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
議
案
や
陳
情
の
採

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月

定
例
会
の
概
要

第１回（３月）定例会で決まったこと第１回（３月）定例会で決まったこと第１回（３月）定例会で決まったこと

○
あ
き
る
野
市
国
民
健
康
保
険

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
よ
り
自
立
支
援
医
療
制

度
に
変
更
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
職
員
の
給
与
に

　
関
す
る
条
例
及
び
あ
き
る
野

　
市
職
員
の
公
益
法
人
等
へ
の

　
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

調
整
手
当
を
地
域
手
当
に
名
称

を
変
更
す
る
た
め
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
五
日
市
会
館
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
五
日
市
会
館
改
修
工
事
に
伴

い
、
当
該
会
館
の
会
議
室
の
機

能
を
有
す
る
部
分
を
解
体
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
介
護
給
付
費
等

　
支
給
審
査
会
の
委
員
の
定
数

　
等
を
定
め
る
条
例

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定

に
よ
り
、
障
害
程
度
区
分
を
判

定
す
る
審
査
会
の
委
員
の
定
数

等
を
定
め
る
も
の
で
す
。
あ
き

る
野
市
介
護
給
付
費
等
支
給
審

査
会
の
委
員
の
定
数
は
、
５
人

と
な
り
ま
す
。

○
あ
き
る
野
市
職
員
の
旅
費
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

　
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
日
当

を
支
給
し
な
い
地
域
の
市
町
村

名
を
改
め
る
な
ど
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
体
育
施
設
の
設

　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

油
平
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
新
築
に
伴

い
、
油
平
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
名

称
、
位
置
及
び
使
用
料
を
定
め

る
な
ど
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
職
員
の
勤
務
時

　
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
国
の
育
児
を
行
う
職
員
の
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
の

活
用
に
関
す
る
指
針
に
よ
り
、

男
性
職
員
が
そ
の
配
偶
者
の
産

前
産
後
の
期
間
中
に
取
得
で
き

る
育
児
参
加
休
暇
を
新
設
す
る

と
と
も
に
、
妊
娠
障
害
休
暇
の

名
称
を
変
更
す
る
た
め
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案
（
25
件
）

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

公
の
施
設
で
あ
る
あ
き
る
野
市

ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
ふ
る
さ
と
工
房

　
五
日
市
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

○
あ
き
る
野
市
下
水
道
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
下
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
あ
き

る
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
普
通
財
産
（
土
地
）
の
譲
渡

　
に
つ
い
て

　
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図

る
た
め
、
二
宮
町
内
会
の
会
館

建
設
地
と
し
て
普
通
財
産
（
土

地
）
を
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

○
あ
き
る
野
市
高
齢
者
在
宅
サ

　
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指

　
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
「
萩
野
セ
ン
タ
ー
」
「
開

戸
セ
ン
タ
ー
」
「
五
日
市
セ
ン

タ
ー
」
の
指
定
管
理
者
を
「
あ

き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。
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議案審議議案審議議案審議

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
一

　
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
※
補
正
予
算
額
に
つ
い
て
は

　
　
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
老

　
人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
介

　
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
戸

　
倉
財
産
区
特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
下

　
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
受

　
託
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算

　
※
詳
細
は
４
・
５
頁
を
ご
覧

　
　
く
だ
さ
い
。

○
平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
※
特
別
会
計
予
算
額
に
つ
い

　
　
て
は
４
頁
の
表
を
ご
覧
く

　
　
だ
さ
い
。

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
老

　
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
介

　
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
下

　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
第
２
号
）

○
平
成
17
年
度
あ
き
る
野
市
受

　
託
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
２
号
）

○
あ
き
る
野
市
介
護
保
険
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
に
伴
い
、
介
護
保
険
事
業
の

安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
、
介

護
保
険
料
率
を
改
め
る
と
と
も

に
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

年
齢
65
歳
以
上
の
者
に
対
す
る

市
民
税
非
課
税
措
置
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
、
保
険
料
段
階
が

上
が
っ
た
者
に
対
し
激
変
緩
和

措
置
を
図
る
な
ど
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

（
以
上
、原
案
の
と
お
り
可
決

議
員
提
出
議
案
（
４
件
）

○
あ
き
る
野
市
議
会
政
務
調
査

　
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
（
原
案
の
と
お
り
可
決
）

○
定
率
減
税
の
全
廃
な
ど
庶
民

　
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

○
患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
の

　
中
止
と
「
保
険
で
安
心
し
て

　
か
か
れ
る
医
療
」
を
求
め
る

　
陳
情

○
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継

　
続
を
求
め
る
陳
情

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
「
応

　
益
負
担
」
に
関
す
る
陳
情

○
患
者
負
担
増
の
計
画
の
中
止

　
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
（
以
上
、
不
採
択
）

○
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　
に
お
け
る
介
護
保
険
料
の
負

　
担
を
抑
制
す
る
た
め
、
国
庫

　
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を
求

　
め
る
意
見
書

○
生
活
保
護
基
準
を
２
級
地
か

　
ら
１
級
地
へ
の
引
き
上
げ
を

　
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
（
以
上
、
否
決
）

陳
情
（
７
件
）

○
患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
の

　
中
止
と
「
保
険
で
安
心
し
て

　
か
か
れ
る
医
療
」
を
求
め
る

　
陳
情

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
負
担
な
ど

　
介
護
保
険
の
改
善
を
求
め
る

　
陳
情

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
す

　
る
陳
情

260億3014万1千円一 般 会 計

補正前の額会　　計　　名 補　正　額 補正後の額

△4億0189万2千円 256億2824万9千円

特

別

会

計

62億7616万5千円国 民 健 康 保 険 2億3595万5千円 65億1212万0千円

44億7218万6千円老 人 保 険 2億3662万5千円 47億0881万1千円

34億8441万5千円介護保険（保険事業勘定） △1億0953万8千円 33億7487万7千円

4997万4千円介護保険（介護サービス事業勘定） 598万7千円 5596万1千円

31億9406万1千円下 水 道 事 業 △5282万7千円 31億4123万4千円

11億8854万0千円受 託 水 道 事 業 △1億8740万4千円 10億0113万6千円
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平
成
18
年
度
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
審
査

　
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予

算
と
６
件
の
特
別
会
計
予
算
は
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

３
月
22
日
・
24
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
活
発
な
議
論
を

行
い
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予
算

及
び
６
件
の
特
別
会
計
予
算
は

す
べ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
に
よ
る
２

日
間
の
審
査
の
後
、
最
終
日
の

３
月
28
日
の
本
会
議
に
お
き
ま

し
て
、
予
算
特
別
委
員
会
の
委

員
長
が
審
査
報
告
を
行
い
、
そ

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
や
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予
算

及
び
６
件
の
特
別
会
計
予
算
の

採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予算特別委員会での採決

会計別予算額

一 般 会 計

会 計 名

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

戸 倉 財 産 区

下 水 道 事 業

受 託 水 道 事 業

合　　　計

特

別

会

計

平成1 8年度
当初予算額

272億8780万7千円 259億2017万2千円 5.3％

64億4751万5千円 62億1653万4千円 3.7％

45億8494万3千円 44億3401万1千円 3.4％

34億8352万7千円 35億0832万5千円 △0.7％

34億8352万7千円 34億5835万1千円 0.7％

廃　　止　　 4997万4千円 皆減

1425万4千円 1317万3千円 8.2％

32億3272万3千円 31億9723万0千円 1.1％

12億4730万0千円 11億8780万0千円 5.0％

　　小　　 計 190億1026万2千円 185億5707万3千円 2.4％

462億9806万9千円 444億7724万5千円 4.1％

平成1 7年度
当初予算額 増減率
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平
成
18
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

社
会
構
造
の
変
化
や
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
等
の
構
造
改
革
の
取
り
組
み

な
ど
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、
前
年
度
比
5.3
％
増

の
２
７
２
億
８
千
７
百
80
万
７
千
円
で
あ
る
。

　
予
算
の
対
前
年
度
比
増
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
「
合
併
市
町
村
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
」
の
諸
事
業
費
が
確
実
に
計
上
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
交
付
税
の
減
収
な
ど
の
中
、
歳

出
削
減
の
努
力
等
に
よ
り
、
財
源
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
予
算
の
執
行
に
際
し
て
は
、
予
算
編
成
の
過
程
と
結
果
を
十
分
に
検
証
し
な
が
ら
、
市

民
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
目
的
に
沿
っ
た
誠
実
な
執
行
を
望
む
と
共
に
、
特
に
学

校
施
設
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
と
避
難
施
設
と
し
て
、
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
要
望
す
る
。

　
全
般
を
通
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
多
様
化
す
る
市
民
要
望
に
応
え
、
取
り
組
む

姿
勢
が
伺
わ
れ
る
編
成
で
あ
る
と
判
断
で
き
、
評
価
を
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
長
を
中
心
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め
、
活

力
あ
ふ
れ
る
市
政
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
念
願
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
平
成
18
年
度
予
算
は
、
「
行
政
評
価
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
市
民
本
位
の
新
た
な
行
財
政
運
営
の
改
革

「
施
策
別
枠
配
分
方
式
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
て
き
た
。
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
２
７
２
億
８
千
７
百
80
万
７
千
円
で
、
前
年
度
対
比
5.3
％
増
で
あ
る
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
徴
収
率
の
ア
ッ
プ
に
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
、
滞
納
整
理

に
つ
い
て
も
、
更
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
方
交
付
税
は
、
三
位
一
体
改

革
の
影
響
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
事
業
の
見
直
し
を
図
る
機
会

と
捉
え
、
適
切
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
清
風
会
か
ら
要
望
し
た
乳
幼
児
医
療
費
助
成
経
費
の
緩
和
を
予
算

編
成
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
や
老
人
福
祉
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
年
度
予
算
は
、
予
想
さ
れ
て
い
た
歳
入
の
減
少
に
対
応
し
た
実
効
性
の
あ
る
予
算
編

成
が
さ
れ
て
お
り
、
施
策
別
枠
配
分
方
式
の
導
入
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
厳
し
さ

を
実
感
し
、
経
営
感
覚
と
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
、
柔
軟
な
発
想
で
改
革
・
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
予
算
編
成
と
評
価
し
て
い
る
。
今
後
と
も
職
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
よ
り
一
層
把
握
し
、
市
民
の
パ
ワ
ー
を
ど
の
よ
う
に
引
き
出
す
か
を
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
平
成
18
年
度
の
予
算
は
新
し
く
施
策
別
枠
配
分
方
式
が
導
入
さ
れ
、
本
予
算
も
職
員
が

積
み
上
げ
た
汗
と
涙
の
結
晶
で
あ
り
、
各
部
署
で
少
な
い
予
算
枠
の
中
で
最
大
限
の
成
果

を
生
み
出
そ
う
と
す
る
努
力
が
う
か
が
え
る
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
改
革
の
一
つ
で
あ
る
税
源
移
譲
が
反
映
さ
れ
、
所
得
譲
与
税
の
伸

び
や
新
た
な
児
童
手
当
特
別
交
付
金
の
創
設
な
ど
、
一
部
歳
入
増
が
あ
る
も
の
の
地
方
交

付
税
総
額
の
抑
制
で
厳
し
い
財
政
に
は
変
わ
り
な
い
。
本
年
度
予
算
は
、
前
年
度
比
5.3
％

増
の
積
極
予
算
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
「
あ
る
き
た
く
な
る
街
あ
き
る
野
」
の
整
備
事
業

債
を
含
み
、
新
た
な
地
方
債
総
額
が
38
億
８
千
９
百
万
円
で
当
該
年
度
末
の
地
方
債
残
高

が
２
５
６
億
５
千
６
百
万
円
に
な
り
、
今
後
、
こ
れ
以
上
の
借
金
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
民
生
費
、
衛
生
費
の
増
額
や
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
福
祉

の
向
上
に
様
々
な
支
援
事
業
を
取
り
組
む
姿
勢
が
う
か
が
え
高
く
評
価
で
き
る
。

　
し
か
し
、
温
浴
施
設
の
整
備
費
が
他
の
項
目
を
圧
縮
し
て
お
り
、
観
光
拠
点
整
備
事
業

に
は
賛
成
で
あ
る
が
温
浴
施
設
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
本
予
算
案
は
、
他
の
重
要
項
目
と
一
括
審
議
で
あ
り
、
一
部
反
対

は
あ
る
も
の
の
否
決
す
る
こ
と
で
市
民
生
活
に
著
し
い
混
乱
を
及
ぼ
す
影
響
を

考
え
る
と
敢
え
て
反
対
し
な
い
こ
と
と
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
予
算
審
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
市
民
負
担
は
、
定
率
減
税
の
縮
減
や
老
年
者
控
除
の
廃

止
で
２
億
８
千
４
百
77
万
円
、
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
で
１
億
９
千
２
百
21
万
円
、

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
２
億
４
千
百
65
万
円
、
合
計
で
約
７
億
１
千
８
百
万
円
の
負
担
増

と
な
り
、
市
民
一
人
あ
た
り
約
９
千
円
、
四
人
世
帯
で
は
３
万
６
千
円
の
負
担
増
で
あ
る
。

更
に
、
給
与
所
得
の
減
少
や
年
金
支
給
額
の
減
少
で
生
活
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
温
泉
建
設
事
業
で
は
、
そ
の
経
営
主
体
の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
新
四
季
創
造
株
式
会
社
」

も
い
ま
だ
立
ち
あ
が
っ
て
い
な
い
の
に
16
億
６
千
７
百
63
万
円
の
多
額
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
の
市
の
助
成
も
な
く
し
、
五
日
市
図
書
館
と
増

戸
分
室
の
印
刷
機
も
本
年
度
か
ら
撤
去
す
る
。
児
童
館
の
壊
れ
た
ガ
ラ
ス
に
ガ
ム
テ
ー
プ

を
貼
り
、
す
り
切
れ
た
和
室
の
畳
の
上
に
ゴ
ザ
を
敷
い
て
い
る
の
に
、
お
金
が
な
い
と
い

っ
て
取
り
替
え
て
く
れ
な
い
。
学
校
体
育
館
の
耐
震
診
断
も
、
予
定
し
て
い
た
６
校
か
ら

２
校
に
減
ら
す
な
ど
細
か
い
予
算
ま
で
削
っ
て
い
る
。
温
泉
建
設
を
凍
結
し
、
市
の
税
金

の
持
ち
出
し
分
９
千
８
百
万
９
千
円
を
「
る
の
バ
ス
」
２
台
の
購
入
と
諸
経
費
、
生
活
道

路
整
備
費
、
学
校
体
育
館
耐
震
診
断
経
費
を
４
校
増
や
す
た
め
の
予
算
に
組
み
替

え
る
予
算
修
正
案
を
提
案
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。
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